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前期も残すところ 1 か月足らずとなりました。 

暑い日々が続くと、体調管理が難しくなりがちです。 

有意義な夏休みを迎えるためにも、健康状態の管理を引き続きしてい

きましょう。 

 

 

 

 

水を飲むとその分だけ汗をかくから、と、水を飲むのを我慢している人を見かけますが、これは間

違いです。 

そもそも汗は、体温を調節するためのものです。余分な水分は、尿として排出されます。水分を取

り過ぎれば、それだけ尿の量も多くなるわけです。 

汗が、大量に出ているのに、水分を摂らないと脱水症状がおこり、血液が濃縮され血液の流れを悪

くします。とくに、運動中の水分補給は、熱中症の予防になります。 

汗をかいたら、十分な水分補給を心がけましょう。 

 

 

水分といっても・・・ 

暑い日が続き、喉が渇くと、ついジュースを飲み過ぎてしまう人もいることと思います。 

しかし、お茶や天然水以外の清涼飲料水は、かなり甘味が強いようです。 

一缶に多いもので 40ｇを超える砂糖が含まれています。これは、一杯のコーヒーや紅茶に入れる砂

糖の６～７倍の量になります。 

このような糖分を多く含んだ清涼飲料水を飲めば、血糖値が急上昇し、摂りすぎは、肥満や糖尿病

などの病気の原因となります。 

なるべくお茶、お水、牛乳などの砂糖を含まない飲み物を摂るようにしましょう。 

 

～今月は、北里柴三郎のお話です。～ 

2019 年 4 月 9 日、財務省は 2024 年度上半期を目処に紙幣を刷新することを発表しました。 

新紙幣のデザインに採用される肖像画は、1 万円札は福沢諭吉から渋沢栄一へ。5 千円札は樋口一

葉から津田梅子へ。千円札は野口英世から北里柴三郎へと変更となります。 

紙幣の刷新は 2004 年以来、20 年ぶりのことです。 

ここに挙げた顔ぶれを見ても分かるように、紙幣に採用されるのはいずれも国の発展に重要な役割

を担った人物ばかり。渋沢は日本資本主義の父と称されているし、津田は女性の高等教育機関の設立

に尽力しました。北里は近代医学の礎を築いた人物として知られています。 

北里柴三郎は、ペスト菌、破傷風の治療法を開発し、“日本の細菌学の父”の異名を持っています。 

7 月号 

汗汗汗をををかかかいいいたたたららら、、、水水水分分分補補補給給給ををを！！！   

   

   

   



 千円札の肖像である、北里柴三郎・野口英世について、少し知っておきましょう。 

 

 

「伝染病から人類を守るために頑張らなければ！」。 

 

細菌学者の北里柴三郎（1853～1931）は、いろいろな伝染病を研究し、治療法も発見しました。 

生まれたのは今の熊本県小国町です。 

研究のこととなるとついカーッとなってしまう北里柴三郎を、弟子たちは「ドンネル先生」、ドイ

ツ語で“雷おやじ”と呼びました。 

明治時代には世界で活躍する日本人たちが登場し始めます。北里柴三郎はその一人です。 

150 年ほど前、開国したばかりの日本に外国からコレラという伝染病が入ってきました。コレラは

日本中に広がり、多くの人の命を奪いました。 

北里の二人の弟もコレラで亡くなります。この経験が彼に医者になることを決意させたのです。 

「伝染病から人を守ることが私の使命」と考えた北里は、役所に入り、研究者となります。そして

伝染病の研究で世界トップのドイツへ、国から派遣されました。 

そこで彼は、破傷風という病気の研究に取り組みます。この病気は、傷口から入った破傷風菌が出

す毒素が原因です。 

治療法を探していた北里は、その毒素を動物に注射してみました。すると血液の中に、毒素を中和

する成分が見つかったのです。その成分を取り出して人に注射すると、病気が治りました。 

北里が発見した世界初の治療法は「血清療法」と呼ばれ、北里の名前はヨーロッパ中に知れ渡るこ

ととなり、世界的な学者となったのです。 

留学を終え、帰国した北里が最初に取り組んだのが、伝染病専門の研究所を作ることであり、国に

その必要性を訴えますが、聞き入れられませんでした。 

そんな彼を支援してくれたのが、友人の福沢諭吉です。自らの土地を提供した福沢のおかげで、日

本で初めての伝染病研究所が完成しました。 

所長となった北里は、公衆衛生の大切さを説き、伝染病を防ぐための法律も作りました。 

 

北里は、弟子の育成にも厳しく力を注ぎます。 

門下生からは、赤痢菌の治療法を確立した志賀潔や、黄熱病の研究をした野口英世などの研究者が

育ちました。 

北里の門下生だった野口英世（1876～1928）は、1900 年、伝染病研究が進んでいたアメリカに渡

ります。そこで、寝る間も惜しんで研究を続けた野口は、ヘビの毒や梅毒の研究で業績をあげ、国際

的に認められます。次に彼が取り組んだのが、熱帯地域で大流行していた伝染病、「黄熱病」の研究

です。中南米やアフリカに出向き、現地で研究を開始します。病原菌のサンプルを大量に集め、実験

を繰り返しました。 

しかし、研究の途中で自身も黄熱病にかかり、51 歳で亡くなりました。 

命をかけて黄熱病と戦った野口の墓には、「人類のために生き、人類のために亡くなった」と刻まれ、

業績がたたえられています。 

野口英世は、黄熱病の研究で世界的に注目されたのです。 

ちなみに、野口英世のニックネームは、「ヒューマンダイナモ」（人間発電機）でした。 

彼が一歳半の時に、左手に大やけどを負ったことは、とても有名な話ですね。 

福島県猪苗代湖の湖畔に、今でも生家が残っているそうです。 


